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転倒災害防止に向けた取組みを推進します 

（キャッチフレーズ「危なさと 向きあおう」） 

 

 

愛知労働局管内の転倒災害の発生状況をみると、平成 29年は 1,524件と全体の約 23％

を占めており、また増加傾向にあります。 

このため、愛知労働局では、全国安全週間（準備期間 6月 1日～30日、本週間 7月 1

日～7日）において、関係行政機関、労使団体、労働災害防止団体、業界団体、管内主

要企業等に働きかけ、独自に作成したステッカーを、県内事業場に広く配布し安全意識

の高揚を図るなど転倒災害の防止に取組みます。 

 

 

 

[ 7月 1日～7日（本週間）における活動 ] 

 

 （1）  7月 4日（水） 

① 愛知産業安全衛生大会（場所：名古屋国際会議場センチュリーホール） 

    県下の事業場から経営幹部・安全衛生担当者等の出席  

② 安全衛生表彰式 

       県内の安全衛生管理の優良な事業場及び安全衛生に功績のあった個人を愛知労働局 

長から表彰（別途広報予定） 

 

 （2） 7月 5日（木）14：30～16：00 

（株）大丸松坂屋百貨店 

転倒災害防止対策についての視察 

 

 
 

【照会先】 

労働基準部安全課 

安  全 課 長   桑原 幸弘 

主任安全専門官   松田 成正 

（電 話）０５２－９７２－０２５５ 
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愛知労働局管内の転倒災害の状況 

 

1 愛知局管内の事故型別労働災害発生状況 

労働災害は平成 27年から増加傾向となっている。 

平成29年において事故型別では転倒災害が1,524件と最も多く全体の23％を占めている。

次いで、墜落・転落が 1,128件（17％）、はさまれ・巻き込まれが 951件（14％）の順になってい

る。 

特に転倒災害は増加傾向となっている。 

 

2 転倒災害の業種別災害発生状況 

転倒災害は、平成 29年は商業が 336件と最も多く全体の 22％を占めている。次いで製造

業が 327件（21％）、保健衛生業が 166件（11％）の順になっている。 

参考 



 

 

 

3 平成 29年の事故の型別・休業日数別の状況 

 平成 29年に発生した労働災害を事故の型・休業日数別にみると、転倒災害は墜落・転落に

次いで重篤度の割合が高い災害である。

 

 

4 転倒災害の平成 29年の経験年数別の状況 

平成 29年に発生した災害を経験年数別にみると、5年未満で 716件で 47％を占めている。 
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5 転倒災害の平成 29年の年代別・事故の型の状況 

 平成 29年に発生した労働災害を年代別・事故の型別にみると、年齢が高くなるにつれ、転

倒災害の割合が顕著に高くなっていている。 

 

 

6 転倒災害の平成 29年の男女別の状況 

 平成 29 年に発生した災害を年代別・男女別にみると、年齢の上昇に伴い構成比率も上昇し、

特に 50歳代以降の女性の比率が著しい。 
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